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研究成果の概要（和文）：本研究では、我々がこれまで行為主体感の発達評価のために用いてきた視線随伴課題
を応用し、社会的文脈に応じた視線の合目的操作を8か月児が行えるかどうかについて、3つの実験を通じて検討
した。具体的には、社会的な相互作用（攻撃行動）が観察されるアニメーションを見せ、自分の視線の操作が悪
役キャラクターを懲らしめられるような文脈にすると、乳児は悪役を懲らしめるような目の動きを示した。しか
し、視線の操作が悪役キャラクターをこらしめられないような文脈にすると、視線の操作が変化することが分か
った。

研究成果の概要（英文）：In this study, we applied the gaze-contingency task, which we have been 
using to evaluate the development of a sense of agency (Miyazaki et al., 2014), to examine whether 
8-month-olds can perform their gaze control according to social context through three experiments. 
Specifically, we showed an animation in which social interactions (misdeeds) were observed, and in a
 context in which the infants’ gaze control would punish the villain character, they showed a gaze 
control that punishes the villain. It turns out, however, that when the gaze control is in a context
 where the villain character cannot be intimidated, such gaze control was disappeared.

研究分野：発達心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で得られた成果には大きく2つの意義がある。一つ目は視線随伴パラダイムにおける視線の操作が、与え
られた文脈に応じて適応的に変化したことである。二つ目は、悪役に対して乳児自らが懲らしめるかのような行
動を示したことである。特に二つ目については乳児の向社会性の発達における重大な発見となることが示唆され
る。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
自らが行為をしているという感覚（行為主体感：Sense of agency）は我々の自己意識の根幹
である。行為主体感には，感覚運動情報から導かれるボトムアップの主体感と文脈・信念等か
ら導かれるトップダウンの主体感とが存在する。近年の研究において、トップダウンの主体感
は、ボトムアップの主体感とは独立に働き、社会適応的な側面を持つこと、また発達上生後 1
年目の後半で獲得されることが指摘され始めてきたが（Miyazaki et al.,2014;Wang et al., 
2012）、そのメカニズムは明らかにされていない。 
本計画では、我々がこれまで行為主体感の発達評価のために開発してきた視線随伴課題を用
いて、［研究 1］トップダウンの行為主体感の発達過程と［研究 2］社会適応的上の意義につい
て明らかにすることが目的であった。 

 
２．研究の目的 
（１）研究 1：トップダウンの行為主体感の発達過程 
平成 28 年度は、新たな視線随伴課題を用いて、①乳児が合目的な視線の操作をするか（ボ
トムアップな主体感を示すか）、②視線随伴性を伴う agent とそうでない agent の動きを区別
し、いずれかに選好を示すか（トップダウンの主体感を示すか）、という点について 5か月児、
8か月児を対象とした検討を行った。 
 
（２）研究 2：社会適応上の意義 
平成 28 年度の検討により、トップダウンの主体感の様相をより精査する必要が生じたため、
当初の計画を変更し、平成 29年度は、乳児のとる合目的な視線の操作が、habitのような収束
的な行為であるのか、あるいは文脈に応じた柔軟な操作なのかを明らかにするための検討を実
施した。具体的には、社会的な相互作用（攻撃行動）が観察されるアニメーションを見せ、そ
の文脈に応じて視線の操作（合目的視線）を柔軟に変化させるのかどうかを、8 ヶ月児を対象
に実施した。文脈は①攻撃者を視線の操作で懲らしめられる条件、②攻撃者を懲らしめられな
い条件、③攻撃者・被攻撃者が生物でない（単純な物理接触）条件である。 
 
３．研究の方法 
（１）研究 1：トップダウンの行為主
体感の発達過程 
【課題】自らの視線で動きを操作でき
る／できないキャラクター（自己／他
者キャラクター）の動きを体験させ、
その後に自己キャラクターと他者キ
ャラクターの選好注視ならびに手伸
ばし反応を記録した（図１）。 
 
（２）研究 2：社会適応上の意義 
【課題】自らの視線でキャラクターを
懲らしめられる（注視すると岩を落と
せる）体験をさせ、攻撃場面の相互作
用を観察させた。その後、攻撃者によ
り多く目を向けるようになるかどう
かが評価された（図２）。 
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４．研究成果 
（１）研究 1：トップダウンの行為主体感の発達過程 
上記の検討の結果、①新たな視線随伴課題でも乳児は合目的な視線の操作をすること、②視
線の操作は 8ヶ月児の方が長けていること、が示された。また、5ヶ月児と 8か月児を比較し
た場合、8か月児は視線随伴性を伴う agentとそうでない agentの動きを区別し、自己 agent
に手伸ばし反応をするという選好を示した。しかし、自己 agentに対する手伸ばし反応は、チ
ャンスレベルに比して有意に多く見られたわけではなかったため、8ヶ月児で自己 agentに対
する自他判断が成立しているとは言い切れないことも分かった。 

図１．自己キャラ・他者キャラ選択課題 

図２．悪役を懲罰する視線の評価課題 



 
（２）研究 2：社会適応上の意義 
自分の視線の操作が悪役キャラクターを懲らしめられるような文脈では、懲らしめるような目
の動きが観察された。その一方、視線でアニメーションを変化させられるが、懲らしめられな
いような文脈では、懲らしめるような目の動きが減少した。このことは、乳児の視線の操作が
文脈に応じた柔軟な合目的操作であることを示唆している。 
 
これらの 2つの研究成果を踏まえ、本研究で得られた成果には大きく 2つの意義がある。一
つ目は視線随伴パラダイムにおける視線の操作が、与えられた文脈に応じて適応的に変化した
ことである。二つ目は、悪役に対して乳児自らが懲らしめるかのような行動を示したことであ
る。特に二つ目については乳児の向社会性の発達における重大な発見となることが示唆される。 
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